エイジフレンドリー補助金申請時の確認ポイント(よくある間違いを防ぐために)
① 申請書等の日付
☑確認事項
☐ 様式1（交付申請書）の申請日欄に日付を記入しましたか。
☐ 様式1-1（誓約及び申立書）の日付欄に日付を記入しましたか。
☐ 見積書の日付が申請日以前または同日となっていますか。
☐ 対策実施期間の日付が募集要領に定める期間内となっていますか。
※不備が多い例
申請書や誓約及び申立書の日付未記入、見積日が申請日以後、対策実施期間の日付誤り
② 労働保険関係書類
☑確認事項
☐ 労働保険概算・確定保険料申告書を添付しましたか。
☐ 労働保険料の領収書や口座振替結果通知書など、支払済みが確認できる書類を添付しましたか。
☐ 申告書と領収書等が同一年度の書類となっていますか。
☐ 労働保険の加入状況が確認できますか。
※不備が多い例
申告書や領収書の不足、年度が一致しない、労災保険の加入状況が確認できない
③ 見積書・カタログ
☑確認事項
☐ 見積書及び申請するすべての製品のカタログを添付しましたか。
☐ 見積書の数量と申請する数量は一致していますか。
☐ 見積書と様式1-3の記載内容は一致していますか。
☐ 見積書の日付は、リスクアセスメントの結果を受けた安全衛生委員会、職場ミーティング等の実施後の日付となっていますか。
※不備が多い例
単価見積、数量の相違、見積書に申請対象外製品が含まれている、カタログ不足、リスクアセスメントや安全衛生委員会等の開催よりも以前に見積書が作成されている。
④　金額・交付申請額
☑確認事項
☐ 様式1及び様式1-3は税抜金額で記載していますか。
☐ 交付申請額を正しく算出しましたか。
☐ 様式1及び様式1-3の金額が一致していますか。
☐ 補助対象経費に基づき交付申請額を算出しましたか。
☐ 交付申請額が補助率に基づく金額となっていますか。
☐ 上限額を超えていませんか。
※不備が多い例　
税込金額を記載、交付申請額の計算誤り、金額不一致、補助率や上限額を超えている
⑤　高年齢労働者数
☑確認事項
☐ 高年齢労働者名簿を添付しましたか。
☐ 様式に記載した60歳以上の労働者数と名簿の人数は一致していますか。
☐ 対象事業場の人数を記入しましたか。
☐ 労働者数の記載内容に整合性はありますか。
※不備が多い例　
名簿との人数相違、記入漏れ、対象外事業場を含めている
⑥　リスクアセスメント関係
☑確認事項
☐ リスクアセスメント結果表を添付しましたか。
☐ 安全衛生委員会等の議事録を添付しましたか。
☐ リスクアセスメント実施者の資格名を正しく記入しましたか。（安全管理者、安全衛生推進者等）
☐ 安全衛生委員会等の責任者の資格名を正しく記入しましたか。
☐ 外部専門家によるリスクアセスメントの場合、必要な資格証明書類を添付しましたか。
※不備が多い例　
リスクアセスメント結果表や安全衛生委員会等の議事録の不足、リスクアセスメントの実施者の資格名の誤り
⑦ コースごとの追加提出資料
☑確認事項
☐ 第1段階の交付決定通知書を添付しましたか。（専門家総合対策コース）
☐ 外部専門家の請求書を添付しましたか。（専門家総合対策コース）
☐ リスクアセスメント結果表を添付しましたか。（専門家総合対策コース）
☐ 温度測定結果及び温度計の表示が確認できる写真を添付しましたか。（熱中症コース）
☐ 対策対象の事業場ごとに資料を作成しましたか。（熱中症コース）
☐ 図面やⅠ（別添）等の必要書類を添付しましたか。（熱中症コース）
※不備が多い例
熱中症対策コースで、事業場ごとの温度測定資料や写真が不足している、専門家総合対策コース第2段階で、第1段階関係書類が添付されていない、添付ファイルが破損している、画像が不鮮明

	最終確認
☐ 確認ポイント（①～⑦）を確認し、申請書類の記載内容及び添付書類に不備がないことを確認した。



